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分裂能をもっ唯一の細胞淡水産フ。ラナリアの旺盛な再生力は，遊離細胞として柔組織中に存在し，

あるとししかし新生細胞は咽頭組織中には見出せないか，である新生細胞が担うと考えられてきた。

切断面に形ても極めて少ない。プラナリアの咽頭の先端部を切除してその再生過程を調べたと乙ろ，

新生細胞の移動や増殖による付加形成ではなく，切断端付近の細胞の再配置や分成される再生芽は，

化転換を含む形態調節によって生じる乙とが確認された。

次にプラナリアの頭部片を咽頭後部に移植した際，移植片の前後において誘導される咽頭の形成機

構を解明するため，一連の移植実験を行った。まず誘導される咽頭形成に関与する細胞を明かにする

目的で， x線非照射個体と X線照射個体のそれぞれと，両者間で，頭部片を咽頭後部域に移植する実

験， x線照射と RI 標識した個体を用いた実験を行ったと乙ろ， 移植片の咽頭誘導能は，移植片

の再生力には関係ない乙とが示された。しかしX線照射によって再生力を失った宿主組織が正常な移

植片との接触によって，

め，プラナリアの咽頭の組織構成が異科間で顕著に異なるという事実を利用し， x線照射と異科間移

植を組み合せた移植実験の結果，移植片内の細胞は誘導される咽頭の形成に関与せず，

成細胞が咽頭組織細胞に分化転換する乙とによって形成される乙とが結論された。

咽頭誘導に神経索が関与するかどうか， もし関与するならばどの様な役割を果しているのかについ

て調べるため，まず頭部片の移植後，宿主の神経索を除去する実験を行った。その結果，宿主の神経

索は咽頭の形成にとっては必ずしも必要ではなく，多咽頭形成を抑止している乙とが明らかとなった。

X線照射による影響から回復する疑いが残った。そ乙で確実な結論を得るた

宿主組織の構

移植片の神経索除去と X線照射を組次に移植片の神経索が咽頭誘導能をもつかどうかを調べるため，
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み合せた移植実験を行ったと乙ろ，移植片の神経索が無くても咽頭は誘導された。なお，宿主および

移植片の神経索とも，その存在は誘導される咽頭の成長を促進することが示された。

プラナリアを咽頭前部域で横断した際 頭部を含む前方片における咽頭再生の過程について、とく

に咽頭内腔の形成に着目して電子顕微鏡によって観察した。その結果，切断端付近の腸管組織由来の

遊離細胞が咽頭内腔上皮細胞の補充足関与することが観察され，腸管細胞の咽頭内腔上皮細胞への分

化転換が確認された。またプラナリアの咽頭上皮細胞はいわゆる陥入型と呼ばれる特異な形状をもつ

が，咽頭再生の過程でそれがどの様にして再構築されるのかについて観察した結果，核沈下には上皮

組織の下に基底膜が形成される前の時期に起とるものと，基底膜が形成された後に起乙るものとがあ

り，両者の沈下行動に違いがあること，核沈下は下打ちしている筋芽細胞によって形成される物質に

よって引き起こされるのであろうと推測された。

論文審査の結果の要旨

朝井君の論文は，扇形動物渦虫類に属するナミウズムシ Dugesia jゆ仰ica japonica の咽頭先端

の再生と乙れにかかわる微細構造変化，咽頭の後部域iと頭部片を移植した際に誘導される咽頭の形成

機構を取り扱っている。

ナミウズムシの咽頭は先端を切除しても再生されるが，再生にあずかる細胞の由来と再生機構につ

いては乙れまで解明されていなかった。朝井君はこの再生が新成細胞による付加形成ではなく，咽頭

固定柔組織細胞と腺細胞に由来すると思われる再生芽組織細胞の形態調節によるものと報告した(第

1 章)。

ナミウズムシでは咽頭の後部域に自個体または他個体の頭部片を移植すると 本来の咽頭が損傷さ

れなくとも移植片の前後にそれぞれ新たな咽頭が形成される。しかし乙の咽頭の形成機構についても

新成細胞の関与を主張する新成細胞説と新成細胞の関与を否定し，形態調節を主張する脱分化説が提

出されており，長年の論争を経てなお未決着であった。そ乙で朝井君は第 1 章に示した結果をふまえ，

1) X線を照射して新成細胞の増殖能を消失させたナミウズムシと X線非照射ナミウズムシ， 2) 新

成細胞を放射能標識したX線非照射ナミウズムシと放射能非標識でX線照射ナミウズムシ， 3) ナミ

ウズムシと咽頭の筋層組織構築を異にする別科のイズミオオウズムシ BdellocePhala brunnea との

X線照射個体および非照射個体 の 3 通りの実験系のおのおのについて頭部片を咽頭後部域への交

換移植を行った。その結果，移植片によって誘導される咽頭の形成には新成細胞は関与せず，宿主由

来の細胞の形態調節による乙とをあきらかにして，乙の論争を決着させた(第 2 章)。

第 2 章に示した実験の過程で咽頭形成に対する神経の役割に注目した朝井君は，移植域または移植

片から神経索を除去する実験を行い，神経索は咽頭の形成には無くともよい杭多咽頭となる乙とを

抑制していると結論できる結果を得た(第 3 章)。
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咽頭先端の再生に関心をもどした朝井君は この過程における細胞の分化転換と構造構築の電子顕

微鏡的観察がなされていないことに着目して詳細にこれを行い，多くの興味ある知見を得た(第 4 章)。

以上の諸知見とそれらに基づくプラナリア咽頭の再生および誘導機構の解析は発生生物学の重要な

研究進展であり， 4 章と付録からなる朝井君の提出論文は理学博士の学位論文として十分な価値をも

つものと認められる。
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